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６月24日の一般質問で、真下議員は「感染症

対策としても少人数学級が必要」と、鈴木直道

知事と小玉俊宏教育長に迫りました。 

知事が、法的根拠のない「緊急事態宣言」と

「一斉休校」を全国に先駆けて発したため、子

どもたちの学びや友達づくりの機会が失われ、

学校現場に深刻な事態をもたらしました。 

 真下議員は「一方的に一斉休校を要請して、

休校解除は市町村教育委員会任せ、子どもへの

対応は現場任せでは、あまりに無責任」と指摘

する一方、学校再開にむけた分散登校で２０人

程度の少人数教育を経験した現場教職員から、

「児童生徒の間の距離を確保でき、一人ひとり

の児童生徒に目が行き届く」と歓迎の声が寄せ

られていると紹介。これを機会に少人数学級の

実現を求めました。 

 知事は、少人数が「３密」回避、段階的学校

再開に効果があったとしつつも、少人数学級に

踏み出すとは答えません。 教育長は「道立高校

で２０人学級にするために１９０５学級

増やす必要がある」「深い学びのために

少人数学級を進めていくことが重要。国

に教員の定数増を要望してきたが、今後

も要望していく」と答えました。 

 

「
コ
ロ
ナ
禍
」
に
よ
り
、
道
内
の
経
済
が
疲
弊
し
、
道
民
の
命
や
暮

ら
し
が
脅
か
さ
れ
る
中
、
６
月
24
日
の
一
般
質
問
で
、
真
下
紀
子
議

員
は
、
医
療
機
関
の
経
営
継
続
へ
の
支
援
、
雇
用
と
営
業
を
守
る
対
策

強
化
を
求
め
、
知
事
に
迫
り
ま
し
た
。  

 
国
が
実
施
し
た
抗
体
検
査
で
は

東
京
で
０
・
１
％
と
抗
体
保
有
率

が
低
く
、
今
後
の
再
流
行
が
懸
念

さ
れ
る
中
、
地
域
医
療
の
体
制
確

立
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

真
下
議
員
は
「
約
７
割
の
病
院

が
赤
字
、
コ
ロ
ナ
対
応
を
し
た
病

院
で
は
約
８
割
が
赤
字
」
と
答
え

た
調
査
結
果
を
示
し
、
「
医
療
崩

壊
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、
陽
性

患
者
の
受
け
入
れ
に
か
か
わ
ら

ず
、
国
の
交
付
金
を
活
用
し
て
医

療
機
関
は
経
営
継
続
で
き
る
よ
う

支
援
す
べ
き
」
と
質
問
。 

 

知
事
は
「
財
政
支
援
を
国
に
要

請
す
る
と
と
も
に
、
緊
急
包
括
支

援
交
付
金
を
活
用
し
て
医
療
機
関

に
対
す
る
支
援
策
を
検
討
し
て
い

く
」
と
答
え
ま
し
た
。 

 

医
療
現
場
は
数
億
円
規
模
の
赤

字
が
続
き
、
夏
の
一
時
金
の
支
払

い
に
も
苦
慮
し
て
い
る
と
訴
え
、

「
医
療
従
事
者
を
守
り
、
医
療
機

関
を
救
う
た
め
喫
緊
の
対
策
が
求

め
ら
れ
る
」
と
真
下
議
員
。
知
事

答
弁
に
、
「
医
療
機
関
の
苦
悩
や

危
機
的
状
況
の
理
解
が
伝
わ
っ
て

こ
な
い
。
急
ぐ
べ
き
は
医
療
機
関

へ
の
経
営
支
援
」
だ
と
の
べ
、
直

接
医
療
従
事
者
の
実
態
を
聞
く
機

会
を
持
ち
、
早
急

な
財
政
支
援
を
国

に
求
め
る
べ
き
と

迫
り
ま
し
た
。 

 

 
６
月
19
日
ま
で
の
累
計
で
、
雇

用
調
整
の
可
能
性
が
あ
る
事
業
所

は
３
９
８
５
、
解
雇
や
雇
い
止
め

が
見
込
ま
れ
る
労
働
者
数
は
１
３

３
２
人
と
、
５
月
29
日
時
点
か
ら

１
５
３
９
事
業
所
、
３
０
７
人
増

加
し
て
い
る
こ
と
が
真
下
議
員
の

質
問
で
わ
か
り
ま
し
た
。
道
も

「
雇
用
情
勢
は
更
に
厳
し
さ
を
増

す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
、
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
」
と
答
え
、
雇
用
と

営
業
へ
の
支
援
が
急
が
れ
ま
す
。 

 

「
緊
急
事
態
宣
言
で
休
業
や
外

出
自
粛
が
日
本
で
最
長
期
間
と

な
っ
た
」
と
知
事
の
責
任
に
言
及

し
、
「
休
業
補
償
の
実
施
」
「
民

間
や
公
的
分
野
に
お
け
る
採
用
へ

の
支
援
金
支
給
」
「
家
賃
支
援
給

付
金
の
道
独
自
の
要
件
緩
和
」
な

ど
を
求
め
ま
し
た
。 

 

山
岡
庸
邦
経
済
部
長
は
「
国
の

第
二
次
補
正
の
活
用
を
図
り
な
が

ら
事
業
継
続
に
向
け
て
切
れ
目
の

な
い
支
援
に
と
り
く
む
」
と
答
え

る
も
の
の
、
国
へ
の
要
請
を
求
め

る
ば
か
り
で
、
道
と
し
て
の
対
策

は
示
し
ま
せ
ん
。 

 
真
下
議
員
は
「
事
業
継
続
や
雇

用
が
か
な
わ
な
か
っ
た
場
合
、
生

活
保
護
制
度
を
柔
軟
に
対
応
で
き

る
よ
う
生
活
保
護
の
積
極
的
な
活

用
で
文
化
的
生
活
を
保
障
す
る
よ

う
求
め
、
道
は
周
知
を
約
束
し
ま

し
た
。 

 
 

感
染
症
対
策
と
深
い
学
び
・
教
員
の
負
担
軽
減
に
有
効 



 

 新型コロナ感染症の流行中に原発事故があった

場合、内閣府は「被爆対策を優先し、原則換気は

行わない」と基本的考え方をまとめました。原子

力事故の時の屋内退避による被曝対策と、換気が

大前提の感染対策は、相反する対策が必要となり

大きな困難が生じます。 

 泊原発では、約１２５０人が常駐し、定期点検

やタンクの付け替え工事が行われています。密閉

空間が多い原発施設や移動のバスは「三密」が避

けられません。30キロ圏内からの一時滞在・避難

先となっている小樽市でクラスター(集団感染)が

発生した６月24日、真下議員は原子力災害と感染

症流行の相反するリスクへの対応を質しました。 

 鈴木知事は、「原子力災害が発生した場合、被

爆と感染症双方のリスクを回避するためにさまざ

まな課題がある」と認めつつ、「一つひとつを分

析・検討し、双方のリスクを回避していく」とい

うだけで、具体的な対応は答えられません。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
流

行
で
、
が
ん
検
診
な
ど
の
集
団

検
診
が
延
期
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
感
染
の
不
安
を
払
し
ょ
く

し
な
が
ら
健
診
・
が
ん
検
診
を

推
進
し
て
、
病
気
を
早
期
発
見

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

道
が
２
億
２
５
０
０
万
円
計

上
し
て
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
「
国
保
ヘ

ル
ス
ア
ッ
プ
支
援
事
業
費
の
効

果
」
な
ど
を
た
だ
し
ま
し
た
。 

 

三
瓶
徹
保
健
福
祉
部
長
は

「
適
正
な
契
約
で
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ

に
よ
る
広
報
啓
発
の
事
業
効
果

が
最
大
と
な
る
よ
う
と
り
く

む
」
と
有
効
だ
と
強
調
し
、

 

質
疑
に
立
っ
た
真
下
議
員
は

議
員
立
法
で
可
決
し
た
花
き
振

興
法
が
、
国
の
基
本
方
針
と
都

道
府
県
の
振
興
計
画
に
よ
っ
て

花
き
産
業
の
健
全
な
発
展
と
心

豊
か
な
国
民
生
活
の
実
現
に
寄

与
す
る
と
制
定
さ
れ
た
過
程
を

紹
介
す
る
と
と
も
に
、
法
の
趣

旨
に
賛
同
を
表
明
。 

 

一
方
、
自
民
提
案
の
条
例
案

は
「
花
き
に
対
す
る
理
解
や
活

用
に
努
め
る
」
と
道
民
の
役
割

を
求
め
、
「
道
民
の
花
き
に
対

す
る
関
心
及
び
理
解
を
深
め
さ

せ
る
」
た
め
、
８
月
７
日
を

「
花
の
日
」
と
す
る
こ
と
に

「
ま
る
で
道
民
に
強
制
す
る
か

の
よ
う
な
表
現
」
と
指
摘
し
て

修
正
を
求
め
ま
し
た
。 

 
ま
た
、
花
き
産
業
の
支
援
に

と
ど
ま
ら
ず
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も

花
の
あ
る
生
活
を
呼
び
か
け
、

日
々
の
生
活
に
花
が
い
か
さ
れ

る
条
例
と
な
る
よ
う
前
文
に
追

記
が
望
ま
し
い
と
提
案
し
、

「
す
べ
て
の
議
員
・
会
派
が
策

定
過
程
か
ら
時
間
を
か
け
て
練

り
上
げ
、
全
会
一
致
で
気
持
ち

よ
く
制
定
す
る
よ
う
」
求
め
ま

し
た
。 

 

答
弁
に
立
っ
た
東
国
幹
議
員

は
、
地
方
自
治
法
の
も
と
で
議

会
に
条
例
提
案
す
る
こ
と
の
正

当
性
を
主
張
す
る
持
論
を
展
開

し
、
議
会
全
体
の
合
意
で
進
め

よ
う
と
す
る
姿
勢
を
全
く
示
し

ま
せ
ん
で
し
た
。 

 
 

 

真
下
議
員
は
再
質
問
で
、

「
花
や
花
き
業
界
に
詳
し
い
東

議
員
の
答
弁
と
は
思
え
な
い
」

と
の
べ
、
「
花
を
愛
す
る
こ
と

は
誰
に
と
っ
て
も
自
ら
の
心
か

ら
発
す
る
も
の
。
誰
か
に
さ
せ

ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
」
と
応
じ
ま
し
た
。 

 

朝
日
新
聞
は
「
花
の
日
提
案

今
で
す
か
？
」
の
見
出
し
で
、

コ
ロ
ナ
対
策
の
大
型
補
正
予
算

な
ど
の
審
議
が
あ
る
中
、
関
係

者
か
ら
出
て
い
る
「
不
要
不
急

の
条
例
で
は
な
い
か
」
と
い
う

意
見
と
と
も
に
、
真
下
議
員
の

質
問
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

 

北
大
公
共
政
策
大
学
院
の
山

崎
幹
根
教
授
は
「
こ
の
種
の
条

例
案
は
議
員
が
活
動
実
績
を
Ｐ

Ｒ
す
る
手
段
に
な
り
が
ち
、

『
作
っ
た
ら
終
わ
り
』
に
な
り

や
す
い
。
コ
ロ
ナ
渦
中
に
道
議

会
が
十
分
審
議
で
き
る
と
も
思

え
な
い
。
こ
の
時
期
の
提
案
は

理
解
に
苦

し

む
」
と

コ
メ
ン
ト
し

て
い
ま
す。 

 

24
日
、
自
民
党
・
道
民
会
議
は
「
北
海
道
花
き
の
振
興
に

関
す
る
条
例
案
」
を
単
独
で
本
会
議
に
提
案
し
ま
し
た
。 

「
が
ん
検
診
延
期

の
状
況
も
勘
案

し
、
特
定
健
診
と

の
同
時
実
施
な
ど

に
よ
っ
て
受
診
率
向
上
に
努
め

る
」
と
答
弁
。 

 

鈴
木
知
事
は
「
第
３
期
が
ん

対
策
推
進
計
画
の
中
間
評
価
年

の
今
年
度
、
感
染
症
の
影
響
や

中
間
評
価
を
踏
ま
え
て
、
効
果

的
で
実
効
あ
る
が
ん
対
策
の
着

実
な
推
進
を
め
ざ
す
」
と
答
え

ま
し
た
。 

 北電がＢＣＰ（業務継続計画）とする防災業務

計画には感染症対策はなくマニュアルのみです。   

 真下議員は、「泊周辺のＰＡＺ(５キロ圏内)に

は感染症医療機関がなく、屋内退避が必要とされ

た場合、感染症の疑いがある人や重症化している

人の検査や治療が可能なのか。被爆と感染リスク

の中でとどまらなければならないのか」と疑問を

呈し、「厳しい対応を迫られるとの認識があるの

か」と、鋭く追及しました。しかし、鈴木知事は

同様の〝答弁〟を繰り返しだけでした。 


